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条例改正

10件

市道路認定

１件

市道路変更

１件

指定管理

２件

補正予算

12件

すべて原案
どおり可決

会 期
12月  6日から
12月21日まで

令和4年令和4年
第4回第4回
定例会定例会

　個人情報の保護に関する法律が改正され、全国統一的な制度とされたことに伴
い、必要な事項を定めるものです。
・個人情報制度の一本化（国、地方、民間）
・個人情報が記載されている行政文書開示手数料の改正（200円／件）
施行期日　令和５年４月１日

議案第92号

常陸大宮市個人情報保護法施行条例

　指定管理委託の更新にあたり、施設の利用料金を見直すものです。
・宿泊施設（宿泊利用）　1000円増額して1000円未満の端数を切り捨て
・宿泊施設（休憩利用）及び体験交流施設　　1000円増額
施行期日　令和５年４月１日

議案第97号

常陸大宮市御前山青少年旅行村の設置及び
管理に関する条例の一部を改正する条例

条例条例
改正改正
条例条例
改正改正

　大宮運動公園市民球場及び西部総合公園人工芝そりゲレンデの改修に伴い、
利用料金を改定するものです。
・市民球場　　　　　　　　

・人工芝そりゲレンデ　　　一般（小学生以上）市内300円　市外600円
施行期日　令和５年４月１日

議案第99号

常陸大宮市社会体育施設条例及び常陸大宮市
都市公園条例の一部を改正する条例

区分 9時～12時 13時～17時 18時～21時 その他（１時間当たり）
アマチュアスポー
ツに利用する場合

市内 4,500円 6,000円 4,500円 1,500円
市外 11,250円 15,000円 11,250円 3,750円
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　消防団員の定員数を見直すとともに、消防団員の確保及び処遇改善等を目的として、報酬等の基準を
見直すほか、所要の改正を行うものです。
・消防団員の定員数の見直し
　改正後の定員＝基準人員＋役員等団員＝６８４人＋８６人＝７７０人
　ただし、特例措置として、実団員数が改正後の定員を超えている間は、実団員数をもって定員とする。
　（実団員数８８７人　令和４年４月１日現在）
・報酬及び費用弁償の基準の見直し
　処遇改善を図るため年額報酬を班長及び団員の階級で見直す。また、災害手当を出動報酬として創設し、
　業務の負荷に応じた支給額に見直す。
施行期日　令和５年４月１日

議案第100号

常陸大宮市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例
の一部を改正する条例

常陸大宮市御前山青少年旅行村

おおみや広域聖苑

指定指定
管理者管理者
指定指定
管理者管理者

　おおみや広域聖苑の管理を、タカラビルメン・
五輪共同グループに指定するものです。
指定期間　令和５年４月１日から
　　　　　令和10年３月31日まで

　常陸大宮市御前山青少年旅行及び常陸大宮市三
王山自然公園の管理を、有限会社ヨシカワクリエ
イトに指定するものです。
指定期間　令和５年４月１日から
　　　　　令和８年３月31日まで

議案第103号

議案第104号

指定管理者の指定について

指定管理者の指定について
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令和 4 年 第 4 回 定 例 会 議 決 一 覧令 和 4 年 第 4 回 定 例 会 議 決 一 覧
議案番号 件　　　　　　　　　名 付託委員会 議決結果

議案第92号 常陸大宮市個人情報保護法施行条例 総務 可決

議案第93号 常陸大宮市行政組織条例の一部を改正する条例 総務 可決

議案第94号 常陸大宮市職員の定年等に関する条例等の一部を改正する等の条例 総務 可決

議案第95号 常陸大宮市税条例等の一部を改正する条例 総務 可決

議案第96号 常陸大宮市上水道事業給水条例等の一部を改正する条例 経済建設 可決

議案第97号 常陸大宮市御前山青少年旅行村の設置及び管理に関する条例の一部を改正す
る条例 経済建設 可決

議案第98号 常陸大宮市奨学資金等貸与条例の一部を改正する条例 文教福祉 可決

議案第99号 常陸大宮市社会体育施設条例及び常陸大宮市都市公園条例の一部を改正する
条例 文教福祉 可決

議案第100号 常陸大宮市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正
する条例 総務 可決

議案第101号 市道路線の認定について（21730 号線） － 可決

議案第102号 市道路線の変更について（30619 号線ほか 1 路線） － 可決

議案第103号 指定管理者の指定について（おおみや広域聖苑） 総務 可決

議案第104号 指定管理者の指定について（御前山青少年旅行村・三王山自然公園） 経済建設 可決

議案第105号 令和４年度常陸大宮市一般会計補正予算（第６号） 予算決算 可決

議案第106号 令和４年度常陸大宮市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 予算決算 可決

議案第107号 令和４年度常陸大宮市介護保険特別会計補正予算（第２号） 予算決算 可決

議案第108号 令和４年度常陸大宮市温泉事業特別会計補正予算（第１号） 予算決算 可決

議案第109号 令和４年度常陸大宮市上水道事業会計補正予算（第２号） 予算決算 可決

議案第110号 令和４年度常陸大宮市下水道事業会計補正予算（第１号） 予算決算 可決

議案第111号 常陸大宮市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例 総務 可決

議案第112号 令和４年度常陸大宮市一般会計補正予算（第７号） 予算決算 可決

議案第113号 令和４年度常陸大宮市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 予算決算 可決

議案第114号 令和４年度常陸大宮市介護保険特別会計補正予算（第３号） 予算決算 可決

議案第115号 令和４年度常陸大宮市戸別浄化槽整備事業特別会計補正予算（第１号） 予算決算 可決

議案第116号 令和４年度常陸大宮市上水道事業会計補正予算（第３号） 予算決算 可決

議案第117号 令和４年度常陸大宮市下水道事業会計補正予算（第２号） 予算決算 可決

令和４年第２回臨時会議決一覧令和４年第２回臨時会議決一覧 （令和 4年 10月 18日開会）

議案番号 件　　　　　　　　　名 付託委員会 議決結果

議案第91号 令和４年度常陸大宮市一般会計補正予算（第５号） 予算決算 可決
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採決の結果、賛成多数で可決されました。

討 論討 論
討論とは…議題になっている案件の「賛成」「反対」について、理由を明確に述べながら賛否を議論すること。

髙村　　功　議員
　大宮運動公園市民球場の利用料金は、市内利用者
でおおむね約１４００円から２０００円の値上げと
なっており、これが市外利用者になると、おおむね
５０００円から６７００円の値上げとなっています。
市外利用者の料金の大幅な値上げは、今後、利用者
減少の懸念もあります。物価高騰響が市民の暮らし
を大きく圧迫している中、市民や市外の利用者に負
担を求めるべきではありません。

三次　弘史　議員
　本条例は、施設の改修に伴い、機能や利便性が向
上するとともに、大宮運動公園市民球場は、野球以
外のスポーツにも利用が可能となり、幅広く利用さ
れることで、安定的な収益と運営に資することを目
的に料金改定をするものです。また、全面人工芝化
することで、新たに多くの競技団体や各種スポーツ
クラブ等に対し、利用を働きかけ、維持管理費の確
保とこれまで以上の利用促進対策に期待できるもの
と考え、賛成討論とします。

反 対反 対 賛 成賛 成

 議案第99号  常陸大宮市社会体育施設条例及び常陸大宮市都市公園条例の一部
　　　　　　 を改正する条例

○：賛成　　●：反対 『－』：議長は採決に加わりません。

あなたが出された 請 願・ 陳 情 は！請 願・ 陳 情 は！
陳情
番号 件　　　　名 提出者 付託委員会 結果

陳情
第R4-1号

常陸大宮市議会議員政治倫理条例について精査を
求める陳情書

常陸大宮市栄町 1302-3
髙橋　繁　ほか６名 議会運営 採択

議案
番号 議案名 議決

結果

議　員　名
小
河
原
利
一
郎

三
次　
雅
子

倉
田　
稔
之

圷　
　
司
一

髙
村　
　
功

小
原　
明
彦

岡
﨑　
欣
也

三
次　
弘
史

冨
山　
和
男

大
貫　
道
夫

小
森
敬
太
郎

𠮷
川　
美
保

武
石　
寿
長

髙
村　
和
郎

淀
川　
茂
樹

掛
札　
行
雄

秋
山　
信
夫

議案
第97号

常陸大宮市御前山青少年旅行村の設置及び
管理に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

議案
第99号

常陸大宮市社会体育施設条例及び常陸大宮
市都市公園条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

陳情
第R4-1号

常陸大宮市議会議員政治倫理条例について
精査を求める陳情書 可決 ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ● ○ ● ― ○ ● ○ ○
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総　務総　務

文教福祉文教福祉

　　　　　　　常陸大宮市行政組織条例の一部を改正する条例
Ｑ　今回、政策審議室を企画部にということだが、その経過は
Ａ　平成２１年度の組織変更に伴い、市長の特命事項や重要政策を担う部署
として、職員３名体制から始まっています。政策審議室の中に企画政策
課、秘書広聴課の２課があって、現在では組織の名称と実質の役割が一
致しない、分かりづらいということで、今回名称を企画部に改めます。

議案第93号

　　　　　　　常陸大宮市社会体育施設条例及び常陸大宮市都市公園条例の
　　　　　　　一部を改正する条例
Ｑ　大宮運動公園市民球場使用料金の上げ幅の考え方について
Ａ　利用料金を算出するための計算方法や根拠となる資料がないことから、
県内の３つの人工芝野球場の料金を参考に設定しました。

議案第99号

◎
委
員
長　

○
副
委
員
長

◎
大
貫
　
道
夫
　
　
三
次
　
弘
史

○
岡
﨑
　
欣
也
　
　
小
河
原
　
利
一
郎

　
武
石
　
寿
長

常任委員会審査 pick up常任委員会審査 pick up常任委員会審査 pick up常任委員会審査 pick up

　　　　　　　　常陸大宮市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する
　　　　　　　　条例の一部を改正する条例
Ｑ　団員の居住地等の制限緩和について、具体的な説明を
Ａ　もともと市内、地域に居住していた団員について、家庭や勤務の事情で、
この要件に外れてしまう可能性もあることから、団員確保を目的に、即
応態勢をとれる近隣の市町村からの出動が可能な場合に、その資格を有
するものとするものです。

議案第100号

　　　　　　　常陸大宮市奨学資金等貸与条例の一部を改正する条例
Ｑ　なぜ、このタイミングで外国人を加える改正をするのか
Ａ　これまで外国人住民に関する資格要件を定めていなかったため、国の制
度に倣い、新たに要件を追加するものです。

議案第98号
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◎
委
員
長　

○
副
委
員
長

◎
小
原
　
明
彦
　
　
小
森
　
敬
太
郎

○
圷
　
　
司
一
　
　
髙
村
　
　
功

　
淀
川
　
茂
樹
　
　
三
次
　
雅
子



経済建設経済建設

　　　　　　　常陸大宮市上水道事業給水条例等の一部を改正する条例
Ｑ　対象となる徴収金で、令和３年度に督促を行った件数は
Ａ　上水道事業、公共下水道事業、農業集落排水事業、戸別浄化槽整備事業
に係る徴収金７８０１件を督促しています。

議案第96号

　　　　　　　常陸大宮市御前山青少年旅行村の設置及び管理に関する条例
　　　　　　　の一部を改正する条例
Ｑ　施設利用料金の見直しによる料金収入の見込みは
Ａ　平成３０年度から令和３年度の平均値を基に試算すると、年間２８０万
円と見ています。

議案第97号

◎
委
員
長　

○
副
委
員
長

◎
冨
山
　
和
男
　
　
掛
札
　
行
雄

○
倉
田
　
稔
之
　
　
髙
村
　
和
郎

　
秋
山
　
信
夫
　
　
𠮷
川
　
美
保

令和４年度補正予算令和４年度補正予算
補正補正
予算予算
補正補正
予算予算

主 な 内 容主 な 内 容

一般会計（６号）
●新型コロナウイルスワクチン接種等事業

　　　1,369万円
新型コロナウイルス感染症に対応するため
の事業費

●道路整備事業　　 　　　6,995万円
常陸大宮駅周辺整備事業に係る市道の改良
舗装工事を含む道路整備のための事業費

　このほか、燃料費の高騰により、複数会計
において、電気料の増額がありました。

会　　計　　名 補　正　額
一般会計（第６号） 2億6,572万円
国民健康保険特別会計
（第２号）

事業勘定　111万円
診療施設勘定72万円

介護保険特別会計（第２号） 69万円
温泉事業特別会計（第１号） 2,300万円

上水道事業特別会計
（第２号）

収益的収入10万円
収益的支出8,476万円
資本的収入330万円
資本的支出390万円

下水道事業特別会計
（第１号） 資本的支出1,350万円

一般会計（第７号） ▲219万円
国民健康保険特別会計
（第３号）

事業勘定▲62万円
診療施設勘定▲47万円

介護保険特別会計（第３号） 272万円
戸別浄化槽整備事業特別会計
（第１号） 7万円

上水道事業特別会計
（第３号）

収益的支出182万円
資本的支出479万円

下水道事業特別会計
（第２号）

収益的支出44万円
資本的支出▲306万円
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市
政
市
政
をを
問問
うう

一般質問一般質問

市
政
市
政
をを
問問
うう◇一般質問の掲載記事は、発言議員本人からの寄稿によるものです。

　定例議会において、各議員が住民の代表として、市の行政全
般にわたり市当局の考え方や疑問をただすことです。
　単に疑問をはらし、事実関係を明らかにするだけでなく、現
行政策の見直し、新規政策を提言する議員の重要な活動です。

一般質問とは…一般質問とは…

今回８人の議員が登壇し、
さまざまな視点から市政を問いました。
※新型コロナウイルス感染対策のため、質問者席にアクリル
パーテーションを設置しています。

髙村　　功  議員… ……………………Ｐ９

　　◇ふれあい収集事業とゴミ集積所について　
　　◇国民健康保険税について
　　◇地域公共交通について

岡﨑　欣也  議員… ………………… Ｐ10

　　◇行政全般について　
　　◇市職員について

小原　明彦  議員… ………………… Ｐ11

　　◇ニセ電話詐欺被害の現状について
　　◇那珂川緊急治水対策プロジェクトについて
　　◇いじめや不登校について
　　◇子育て環境の支援について

髙村　和郎  議員… ………………… Ｐ12

　　◇令和３年度決算から

大貫　道夫  議員… ………………… Ｐ13

　　◇予算編成について　
　　◇農業の振興について

𠮷川　美保  議員… ………………… Ｐ14

　　◇子育てしやすいまちについて
　　◇「未来ノート」について

小河原　利一郎  議員… ……… Ｐ15

　　◇久慈川緊急治水プロジェクトについて　
　　◇常陸大宮駅周辺整備事業について

倉田　稔之  議員… ………………… Ｐ16

　　◇公共交通システムについて
　　◇区・班制度について
　　◇学生支援について
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一 般 質 問
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髙村　　功
議員

場
合
の
対
応
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

関
係
部
局
と

調
整
し
、
慎

重
に
見
極
め
な
が
ら
対
応
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
予
約
申
込
み
を
断
る
年
間
の

件
数
と
推
移
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

令
和
元
年
度

は
91
件
、
令

和
２
年
度
は
１
１
５
件
、
令
和
３

年
度
は
１
７
０
件
と
推
移
し
て
い

ま
す
。
地
域
別
で
は
、
大
宮
地

域
43
件
、
山
方
地
域
71
件
、
美

和
地
域
20
件
、
御
前
山
地
域
14

件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
理
由
と
今
後
の
対
策
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。先

約
が
入
っ

て
い
る
便
に

つ
い
て
、
後
か
ら
追
加
し
よ
う

と
す
る
予
約
が
、
発
着
地
の
方

向
や
移
動
に
要
す
る
時
間
か
ら
、

１
時
間
以
内
で
の
運
行
が
困
難

に
な
る
場
合
に
お
断
り
し
て
い

る
ケ
ー
ス
が
大
半
を
占
め
て
い
ま

す
。
対
策
と
し
ま
し
て
は
、
運

行
形
態
や
シ
ス
テ
ム
つ
い
て
見
直

し
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
ま
す
。

　
過
疎
化
が
進
ん
で
い
る
周
辺

地
域
の
ご
み
集
積
所
の
現
状
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。平

成
30
年
度

と
令
和
３
年

度
の
新
規
集
積
所
数
の
比
較
で

は
、
山
方
地
域
が
３
か
所
、
御

前
山
地
域
が
１
か
所
、
計
４
か

所
増
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
深
刻
に
な
る
の
が
、

高
齢
者
全
般
の
ご
み
出
し
で
、

特
に
集
積
所
ま
で
の
距
離
に
つ

い
て
で
す
。
よ
く
見
か
け
る
の

が
、
高
齢
者
が
一
輪
車
や
自
転

車
に
袋
を
乗
せ
て
運
ぶ
姿
で

す
。
設
置
基
準
の
見
直
し
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

高
齢
者
の
負

担
が
少
し
で

も
軽
減
で
き
る
よ
う
な
場
所
へ

集
積
所
を
移
動
す
る
な
ど
、
今

後
に
お
い
て
も
地
域
の
実
情
等

に
応
じ
た
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

　
来
年
度
の
国
保
税
に
つ
い
て

は
、
市
民
の
大
き
な
関
心
事
で

す
。ど
う
な
る
の
か
伺
い
ま
す
。

令
和
４
年
度

に
改
正
し
た

税
率
を
基
に
算
出
し
ま
す
の
で
、

世
帯
数
や
所
得
状
況
に
大
き
く

変
動
が
な
い
場
合
は
、
同
様
の

保
険
税
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

特
に
未
就
学
児
の
い
る
世

帯
、
小
・
中
・
高
生
の
い
る
世

帯
の
均
等
割
廃
止
、
減
免
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

令
和
４
年
度

か
ら
、
国
と

し
て
未
就
学
児
世
帯
へ
の
均
等

割
を
５
割
軽
減
し
、
市
独
自
で

小
・
中
・
高
生
ま
で
の
世
帯
に
３

割
の
減
免
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
法
定
外
繰
入
に
よ
っ
て
、
国

保
税
の
軽
減
を
図
っ
て
き
ま
し

た
が
、
今
後
赤
字
が
発
生
し
た

来
年
度
の
国
保
税

に
つ
い
て
は

保
健
福
祉
部
長
／
大
き
く

変
動
が
な
い
場
合
は
同
様
の

保
険
税
に
な
る
と
思
わ
れ
る

市
民
生
活
部
長

市
民
生
活
部
長

高齢者のごみ出し
の負担軽減は

乗合タクシーの予約を断る
理由と今後の対策は

市民生活部長／
画一的でなく、実情に
応じた支援を行う

地域創生部長／
運行形態やシステムを見直してい
く必要がある

保
健
福
祉
部
長

保
健
福
祉
部
長

地
域
創
生
部
長

地
域
創
生
部
長

保
健
福
祉
部
長

※録画配信をご覧
　いただけます。

その他の質問

・
国
葬
問
題
に
つ
い
て

・
物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て

・
県
道
山
内
上
小
瀬
線
に
つ
い

て



一 般 質 問

岡﨑　欣也 
議員

　

今
ま
で
の
こ
の
よ
う
な
制
度

の
実
績
と
今
回
の
山
方
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
ふ
る
さ
と
推
進
施
設（
パ

ー
ク
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
）
の
応
募

状
況
並
び
に
契
約
等
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

民
間
提
案
制

度
の
運
用
に

つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る

「
公
共
施
設
等
の
利
活
用
に
関

す
る
民
間
提
案
制
度
運
用
指

針
」
を
、
令
和
４
年
８
月
に
制

定
し
、
山
方
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ふ

る
さ
と
推
進
施
設
に
つ
い
て
、

こ
の
制
度
を
初
め
て
活
用
し
、

実
施
し
た
も
の
で
す
。
９
月
10

日
か
ら
11
月
10
日
ま
で
の
２
か

月
間
、
募
集
を
行
い
、
４
件
の

申
請
が
あ
り
11
月
22
日
に
審
査

委
員
会
を
開
催
し
た
結
果
「
ネ

イ
チ
ャ
ー
パ
ー
ク
常
陸
大
宮
」

の
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
最
も
合
致

し
ま
し
た
１
社
を
優
先
交
渉
権

域
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
て
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

生
活
が
で
き
る
よ
う
に
、
生
活

に
必
要
な
機
能
を
集
積
す
る
こ

と
で
生
活
拠
点
の
機
能
を
向
上

さ
せ
る
ほ
か
、
各
地
域
単
独
で

は
提
供
が
難
し
い
サ
ー
ビ
ス

は
、
中
心

拠
点
都
市

と
の
連
携

に
よ
り
補

完
す
る
、

こ
の
よ
う

な
イ
メ
ー

ジ
に
な
り

ま
す
。

者
と
し
て
選
定
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
改
め
て
提
案
内
容
に
基
づ

く
事
業
化
に
向
け
た
詳
細
協
議

を
行
い
、
事
業
化
決
定
後
、
契

約
を
締
結
し
事
業
の
実
施
を
進

め
ま
す
。

　

昨
年
の
一
般
質
問
で
常
陸
大

宮
市
の
技
術
系
職
員
採
用
に
つ

い
て
は
、
社
会
人
枠
を
も
う
け

て
民
間
企
業
の
技
術
者
を
採
用

し
て
い
き
ま
す
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。
令
和
４
年
度
の
採

　

市
長
は
こ
れ
か
ら
10
年
後
の

常
陸
大
宮
市
の
ど
の
よ
う
な
姿

を
描
い
て
い
ま
す
か
伺
い
ま
す
。

一
言
で
言
え
ば
、

多
極
型
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

常
陸
大
宮
駅
や
市
役
所
周
辺

の
高
台
エ
リ
ア
は
、
行
政
、
医

療
・
福
祉
な
ど
様
々
な
機
能
中

枢
を
集
積
、
民
間
投
資
の
促
進

を
図
り
な
が
ら
利
便
性
の
高
い

空
間
に
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り

人
口
集
積
が
進
ん
だ
中
心
拠
点

都
市
と
な
り
、
各
地
域
は
、
地

用
状
況
並
び
に
令
和
５
年
度
の

採
用
見
込
み
、
今
後
５
～
10
年

の
技
術
職
員
採
用
計
画
を
伺
い

ま
す
。

技
術
系
職
員

数
は
、
20
歳

代
が
４
名
、
30
歳
代
が
１
名
、

40
歳
代
が
１
名
、
社
会
人
採
用

と
い
た
し
ま
し
て
、
土
木
施
工

管
理
技
士
等
の
資
格
を
有
し
、

民
間
企
業
等
に
お
い
て
５
年
以

上
の
実
務
経
験
を
有
し
て
い
る

者
を
受
験
資
格
要
件
と
し
て
、

４
名
の
応
募
で
１
名
を
採
用
し

ま
し
た
。今
後
の
採
用
計
画
は
、

常
陸
大
宮
駅
周
辺
整
備
事
業
が

本
格
化
す
る
な
ど
、
一
定
程
度

の
技
術
系
職
員
を
確
保
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
次
年
度
か
ら
は
技
術

力
向
上
の
た
め
、
土
木
施
工
管

理
技
士
等
の
資
格
取
得
の
研
修

に
取
り
組
み
ま
す
。

その他の質問

・
上
下
水
道
に
つ
い
て

※録画配信をご覧
　いただけます。

公
共
施
設
等
民
間
提

案
制
度
に
つ
い
て

産
業
観
光
部
長
／
公
共
施
設

等
の
利
活
用
に
関
す
る
民
間

提
案
制
度
運
用
指
針
を
制
定

５
年
後
、
10
年
後
の

常
陸
大
宮
市
は

市
長
／

駅
周
辺
整
備
事
業
を
そ
の

政
策
の
一
丁
目
１
番
地
に

技術系職員の採用
計画は
総務部長／
今後も一定程度の技術系
職員を確保する
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市
長

産
業
観
光
部
長

総
務
部
長

駅西交流拠点イメージ



一 般 質 問

教
育
部
長
／
一
人
一
人
に

応
じ
て
支
援
し
て
い
ま
す

い
じ
め
や
不
登
校

の
現
状
に
つ
い
て
は

　

所
管
課
を
超
え
た
情
報
共

有
、横
断
的
連
携
も
踏
ま
え
て
、

更
な
る
対
策
等
を
期
待
し
ま
す

が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
、
伺

い
ま
す
。

庁
内
横
断
的

に
情
報
共
有

を
図
り
、
ま
た
、
警
察
や
近
隣

自
治
体
で
効
果
的
事
例
の
情
報

を
収
集
し
な
が
ら
、
関
係
機
関

と
の
連
携
を
一
層
強
化
し
て
い

き
ま
す
。

小原　明彦
議員 　

常
陸
大
宮
市
の
新
た
な
名
所

と
な
る
よ
う
な
地
域
振
興
策
と

し
て
、
地
元
地
域
か
ら
の
要
望

も
踏
ま
え
た
今
後
の
進
め
方
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。関

係
部
署
間

で
要
望
内
容

の
情
報
共
有
を
図
り
、
協
議
・

検
討
し
、
実
施
時
期
や
内
容
等

を
調
整
し
て
い
き
ま
す
。

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

今
後
、
国
の

本
格
実
施
に

向
け
て
、
対
応
部
署
を
定
め
、

周
知
し
て
い
き
ま
す
。

　
ハ
ッ
ピ
ー
子
育
て
ア
プ
リ
の

事
業
計
画
の
成
果
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
子
育
て
を
心
か
ら

幸
せ
に
感
じ
ら
れ
る
環
境
の
整

備
、
支
援
に
つ
な
が
る
今
後
の

進
め
方
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

今
年
度
新
た

に
妊
娠
、
出

産
、
子
育
て
等
の
悩
み
相
談
機

能
を
追
加
す
る
予
定
で
す
。
相

談
で
き
る
窓
口
を
増
や
し
、
子

育
て
世
代
に
寄
り
添
う
体
制
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
通
園
送
迎
バ
ス
置
き
去
り
緊

急
対
策
を
速
や
か
に
、
か
つ
ス

ム
ー
ズ
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
な

今
後
の
取
組
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

国
で
予
定
し

て
い
る
送
迎

バ
ス
の
安
全
装
置
の
設
置
や
登

園
管
理
シ
ス
テ
ム
、
子
ど
も
の

見
守
り
タ
グ
の
導
入
支
援
へ
の

補
助
金
等
を
活
用
し
、
機
器
や

シ
ス
テ
ム
等
の
導
入
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　
小
中
学
校
の
不
登
校
の
分
析

や
課
題
を
踏
ま
え
た
今
後
の
対

策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー

が
児
童
生
徒
や
保
護
者
と
面
談

し
、
一
人
一
人
に
応
じ
た
関
わ
り

を
支
援
し
て
い
ま
す
。
更
に
教

育
支
援
セ
ン
タ
ー
は
今
後
体
制

の
見
直
し
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
い
じ
め
や
不
登
校
、
社
会
的

犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
誰

一
人
置
き
去
り
に
し
な
い
、
孤

立
さ
せ
な
い
た
め
の
＃
９
９
９

９
孤
立
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
の
周
知

那珂川緊急治水対策プロジェ
クトの大場遊水地計画におけ
る地域振興策については
建設部長／
実施時期等を調整していきます

保
健
福
祉
部
長

保
健
福
祉
部
長

子育て環境の支
援については
保健福祉部長／
補助金等を活用し
機器やシステムの導
入を進めていきます

市
民
生
活
部
長

ニ
セ
電
話
詐
欺
被

害
の
現
状
に
つ
い

て
は

市
民
生
活
部
長
／

更
な
る
対
策
等
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
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建
設
部
長

教
育
部
長

総
務
部
長※録画配信をご覧

　いただけます。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
子
育
て
ア
プ
リ



一 般 質 問

　
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
事
業

内
容
は
教
育
相
談
、
適
応
指
導

教
室
を
通
し
て
、
不
登
校
児
童

生
徒
の
援
助
及
び
指
導
の
充
実

と
あ
り
ま
す
が
、
令
和
３
年
度

の
状
況
は
。

一つ
は
幼
児
・

児
童
生
徒
や

保
護
者
の
園
や
学
校
生
活
に
関

す
る
悩
み
に
対
す
る
相
談
で
、

就
学
す
る
幼

児
に
つ
い
て
、

幼
稚
園
、
保
育
園
、
認
定
こ
ど

も
園
か
ら
、
子
ど
も
の
様
子
を

伺
っ
た
り
、
教
育
委
員
会
で
は

配
慮
を
要
す
る
幼
児
に
つ
い

て
、
保
護
者
と
事
前
に
相
談
し

な
が
ら
、
円
滑
な
就
学
に
つ
な

げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
ど
も

セ
ン
タ
ー
と
教
育
支
援
セ
ン
タ

ー
、
学
校
の
間
で
、
情
報
の
共

有
、
連
携
に
努
め
、
相
互
理
解

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
義
務
教
育
制
度
は
、

登
校
を
前
提
と
し
て
お
り
、
人

と
直
接
会
い
、
共
通
の
経
験
を

持
つ
こ
と
が
で
き
る
大
切
な
時

間
を
過
ご
せ
る
場
が
生
ま
れ
ま

す
。
学
び
の
場
を
確
保
す
る
た

め
に
は
、
保
護
者
と
家
庭
に
寄

り
添
い
、
背
景
を
把
握
し
、
行

政
の
責
任
に
お
い
て
対
応
す
る
こ

と
が
望
ま
れ
ま
す
が
、
見
解
は
。

い
ず
れ
も
延
べ
で
す
が
、
電
話

で
１
２
８
３
件
、
来
所
が
１
５

３
９
件
、
訪
問
は
１
９
４
件
の

合
計
３
０
１
６
件
の
相
談
が
あ

り
ま
し
た
。
二
つ
目
に
適
応
指

導
教
室
を
開
設
し
、
延
べ
１
９

１
人
の
利
用
が
あ
り
、
学
校
へ

復
帰
で
き
る
よ
う
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
全
国
で
は
小
学
１
、
２
年
生

の
不
登
校
が
増
加
し
、
小
学
校

低
学
年
か
ら
の
対
策
が
重
要
視

さ
れ
ま
す
。
幼
稚
園
、
保
育
園

と
小
学
校
の
連
携
は
。

本
人
、家
庭
、

地
域
、
学
校

と
そ
れ
ぞ
れ
に
関
わ
る
要
因
を

丁
寧
に
把
握
し
、
対
応
す
る
必

要
が
あ
り
、
学
校
ば
か
り
で
な

く
様
々
な
社
会
資
源
を
利
用
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
後
は

学
校
の
支
援
体
制
に
加
え
、
教

育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
相
談
機
能

の
充
実
、
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
等

の
関
係
機
関
を
十
分
に
活
用

し
、
保
護
者
と
児
童
生
徒
に
寄

り
添
っ
た
対
応
を
目
指
し
ま

す
。

　
本
市
の
面
積
は
変
わ
ら
な
い

も
の
の
人
口
減
少
や
高
齢
化
に

よ
り
、
助
け
合
っ
て
除
草
作
業

を
し
て
い
た
と
こ
ろ
が
対
応
で

き
な
く
な
っ
て
い
る
地
域
が
見

ら
れ
ま
す
。
緊
急
時
や
福
祉
車

両
の
安
全
な
通
行
を
確
保
す
る

た
め
の
今
後
の
対
応
は
。

道
路
維
持
、

環
境
の
保
全

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ

う
に
地
域
住
民
の
協
力
を
得
づ

ら
い
状
況
に
あ
り
、
課
題
で

す
。
今
後
の
状
況
を
見
据
え
、

現
状
を
十
分
把
握
し
、
地
域
の

要
望
等
へ
応
え
ら
れ
る
よ
う
除

草
作
業
等
の
内
容
の
見
直
し
も

含
め
、
市
と
区
や
班
と
の
協
力

体
制
の
構
築
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

髙村　和郎
議員

教育支援センターの
事業内容は

教育部長／
教育相談と学校への復帰支援

教
育
長
／

情
報
を
共
有
し
、
連
携

に
努
め
、
相
互
理
解
を

図
る 不

登
校
の
要
因
と

取
組
は

道路除草作業の
今後の対応は
建設部長／
地域との協力体制の
構築に努める
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教
育
部
長

教
育
長

教
育
長

建
設
部
長

※録画配信をご覧
　いただけます。



一 般 質 問

　

予
算
編
成
方
針
に
お
い
て
、

事
業
の
重
点
化
・
見
直
し
の
推

進
と
い
う
こ
と
で
、
既
存
事
業

の
大
胆
な
転
換
と
再
構
築
の
、

見
直
し
を
進
め
て
い
る
と
の
認

識
は
持
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る

変
革
、
い
わ
ゆ
る
Ｄ
Ｘ
・
デ
ジ

タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
の
推
進
に
よ
る
事
務
の

効
率
化
な
ど
、
新
規
事
業
の
構

築
を
す
る
際
に
は
必
要
な
事
務

量
を
的
確
に
把
握
し
、
既
存
事

業
の
廃
止
を
行
う
な
ど
、
業
務

量
の
削
減
を
一
体
的
に
行
う
、

こ
れ
は
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ

ル
ド
を
徹
底
す
る
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

ス
ク
ラ
ッ
プ

ア
ン
ド
ビ
ル

ド
に
つ
い
て
は
、
昨
年
か
ら
、

政
策
・
財
政
会
議
を
設
け
て
新

規
事
業
な
ど
に
つ
き
検
討
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

計
画
策
定
中
と
い
う
こ
と
で
、

来
年
こ
れ
だ
と
い
う
も
の
を
入

れ
る
か
は
、
担
当
部
署
の
判
断

に
な
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
所
管

課
の
総
務
課
と
し
て
は
、
市
独

自
の
事
業
を
入
れ
て
い
こ
う
か

と
は
考
え
て
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
の
当
初
予
算
で

は
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
社
会
経

済
活
動
の
正
常
化
が
徐
々
に
進

ん
で
い
る
こ
と
を
よ
り
確
か
な

も
の
と
す
る
た
め
、
地
域
経
済

の
底
上
げ
や
好
循
環
に
資
す
る

施
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

経
済
対
策
や
物
価
高
騰
等
の
影

響
を
踏
ま
え
た
施
策
に
つ
い
て

も
国
の
施
策
等
と
連
動
し
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
国
・
県
の
有
機
農
業
の
方
向

性
が
整
理
さ
れ
て
い
れ
ば
伺
い

た
い
。

現
在
、
国
に

お
い
て
は
、

み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
法
が

施
行
さ
れ
、
み
ど
り
の
食
料
シ

ス
テ
ム
戦
略
が
策
定
さ
れ
ま
し

た
。

　

具
体
的
な
取
組
と
し
て
は
、

２
０
５
０
年
ま
で
に
「
化
学
農

薬
使
用
量
の
50
％
低
減
」、「
化

学
肥
料
使
用
量
の
30
％
低
減
」、

「
日
本
の
耕
地
面
積
に
占
め
る

有
機
農
業
の
取
組
面
積
の
割
合

を
25
％
の
１
０
０
万
ヘ
ク
タ
ー

ル
に
拡
大
す
る
」
こ
と
が
明
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
流
れ
を
受
け
、

茨
城
県
に
お
い
て
は
、
特
に
有

機
農
業
の
推
進
に
つ
い
て
、
県

独
自
の
補
助
制
度
を
創
設
す
る

な
ど
、
各
種
支
援
制
度
の
充
実

が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
物
価
高
騰
対
策
で
、
注
視
し

て
い
る
部
分
が
あ
れ
ば
伺
い
ま

す
。

物
価
高
騰
等

対
策
は
、
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
で
の
対
応

な
ど
、
国
の
施
策
等
が
求
め
ら

れ
る
も
の
と
認
識
を
し
て
い
ま

す
。

物価高騰対策は

総務部長／
地域経済の底上げや好循環に資す
る施策を

大貫　道夫
議員

産
業
観
光
部
長
／

戦
略
の
策
定
と
各
種
支

援
制
度
の
充
実

国
・
県
の
有
機
農

業
の
方
向
性
は
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総
務
部
長
／

政
策
・
財
政
会
議
を
活
用
し
新
規
事
業
を
検
討

既
存
事
業
の
転
換
と
再
構
築
の
推
進
を

総
務
部
長

総
務
部
長

産
業
観
光
部
長

※録画配信をご覧
　いただけます。



一 般 質 問

　
「
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
」

を
目
指
し
て
多
く
の
事
業
を
進

め
て
い
ま
す
が
、
男
女
間
の
性

的
役
割
分
担
意
識
の
是
正
や
規

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

育
児
休
業
法
の
改
正
で
、
10

月
か
ら
「
産
後
パ
パ
育
休
」
が

始
ま
り
ま
し
た
。
制
度
の
周
知

は
事
業
所
に
義
務
化
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
市
お
知
ら
せ
版
で
情

報
発
信
す
る
こ
と
は
で
き
る
で

し
ょ
う
か
。

周
知
方
法
に

つ
い
て
は
担

当
部
署
と
協
議
の
上
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
も
含
め
て
、

今
後
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

範
を
変
え
て
い
く
に
は
ど
の
よ

う
な
事
が
考
え
ら
れ
る
で
し
ょ

う
か
。

第
３
次
常
陸

大
宮
市
男
女

共
同
参
画
計
画
の
作
成
に
当
た

り
実
施
し
た
市
民
へ
の
意
識
調

査
で
、
男
性
は
仕
事
、
女
性
は

家
庭
と
い
う
よ
う
な
性
別
で
役

割
を
分
担
す
る
考
え
方
に
同
意

し
な
い
方
が
７
割
で
し
た
が
、

理
想
と
現
実
は
異
な
り
、
仕
事

が
優
先
と
な
っ
て
い
る
実
態
が

う
か
が
え
る
結
果
と
な
り
ま
し

た
。

　

こ
の
よ
う
な
調
査
結
果
を
踏

ま
え
、
誰
も
が
育
児
休
業
を
取

得
で
き
る
環
境
の
実
現
の
第
一

歩
と
し
て
、
制
度
の
理
解
及
び

周
知
の
徹
底
を
図
る
と
と
も

に
、
従
来
の
考
え
に
縛
ら
れ
る

こ
と
な
く
、
男
性
も
積
極
的
に

家
庭
参
画
で
き
る
よ
う
な
体
制

　
「
未
来
ノ
ー
ト
」
は
書
く
本

人
だ
け
で
な
く
、
大
切
な
家
族

の
た
め
に
も
必
要
と
考
え
ま
す
。

本
市
は
進
学
・
就
職
を
機
に
転

出
が
多
く
、
高
齢
者
の
み
の
世

帯
が
多
い
で
す
。
本
市
民
に
適

し
た
多
様
な
活
用
の
仕
方
は
。

本
市
に
お
き

ま
し
て
も
核

家
族
化
が
進
み
、
高
齢
者
夫

婦
世
帯
や
高
齢
者
単
独
世
帯

が
増
加
し
て
き
て
い
ま
す
の
で
、

家
族
が
帰
省
し
た
際
に
未
来
ノ

ー
ト
を
話
し
合
う
き
っ
か
け
と

し
て
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
未

来
ノ
ー
ト
活
用
の
一
つ
と
し
て
、

長
年
過
ご
し
た
大
切
な
マ
イ
ホ

ー
ム
の
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
も
記

入
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
空

き
家
対
策
に
も
つ
な
が
る
も
の

と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

市
民
生
活
部
長

市
民
生
活
部
長

育児期に望ましい男女間役割意識
の規範を変えるには

市民生活部長／
男性も積極的に家庭に参画できる体制づくりを推進

𠮷川　美保
議員

育
児
休
業
法
の
改
正

 

…
「
産
後
パ
パ
育
休
（
出
生
時
育
児

休
業
）」
制
度
の
創
設
や
夫
婦
が

そ
れ
ぞ
れ
育
休
を
２
回
に
分
割
し

て
取
得
が
可
と
な
る
。

保
健
福
祉
部
長
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未来ノート

保
健
福
祉
部
長
／

マ
イ
ホ
ー
ム
の
空
き
家
対
策
に
も
つ
な
が
る

高
齢
者
世
帯
の
多
い
本
市
に
適
し
た

「
未
来
ノ
ー
ト
」の
活
用
の
仕
方
は

※録画配信をご覧
　いただけます。

その他の質問

・
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
つ
い
て

・
が
ん
等
対
策
に
つ
い
て

・
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
に
つ
い

て



一 般 質 問

が
着
手
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
併

せ
、
河
道
掘
削
の
一
部
が
実
施

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

舟
生
工
区
、
西
野
内
工
区
、
山

方
工
区
に
つ
い
て
も
堤
防
整
備

が
着
手
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
小
貫
南
工
区
、
岩
崎

工
区
で
は
、
河
道
掘
削
の
一
部

が
着
手
さ
れ
、
順
次
、
河
道
掘

削
、
樹
木
伐
採
、
堤
防
整
備
に

着
手
し
て
い
く
計
画
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
河
川
内
の
樹
木
等
の
伐
採
及

び
河
道
の
掘
削
等
の
目
的
や
効

果
、
現
在
の
工
事
地
域
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
の
維
持
管
理

に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

目
的
・
効
果

に
つ
き
ま
し

て
は
、
河
道
内
の
流
下
能
力
の

向
上
と
、
洪
水
の
際
の
水
位
を

下
げ
る
た
め
、
河
道
内
の
樹
木

等
の
伐
採
や
河
道
内
の
土
砂
を

掘
削
し
水
位
の
低
減
を
図
り
、

洪
水
を
円
滑
に
流
す
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
現
在
、小
貫
地
内
、

岩
崎
地
内
を
始
め
と
し
た
一
部

の
区
間
で
、
竹
林
・
樹
木
の
伐

採
及
び
河
道
内
の
土
砂
掘
削
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

事
業
終
了
後
の
維
持
管
理
に

つ
い
て
は
、
河
川
管
理
者
で
あ

る
、
国
及
び
県
に
対
し
、
引
続

き
河
川
内
の
維
持
管
理
に
つ
い

て
適
切
に
行
っ
て
頂
け
る
よ
う

強
く
要
望
し
ま
す
。

　
令
和
元
年
の
台
風
19
号
に
よ

り
甚
大
な
被
害
を
被
り
ま
し

た
。
市
内
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
お
伺
い
し
ま
す
。各

整
備
区

間
に
お
い

て
、
調
査
・
測
量
が
お
お
む
ね

完
了
し
、
設
計
に
つ
い
て
も
一

部
、
樋
管
、
樋
門
等
の
構
造
物

の
設
計
を
除
き
、
お
お
む
ね
完

了
し
て
い
る
状
況
で
す
。
現
在

は
、
整
備
に
必
要
と
な
る
用
地

の
取
得
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
工
事
に
つ
い
て
は
、
家

和
楽
工
区
に
お
い
て
堤
防
整
備

　
Ｊ
Ｒ
に
お
い
て
駅
舎
・
自
由

通
路
の
整
備
等
が
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
今
後
の
見
通
し
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

今
年
度
に
実

施
設
計
が
完

了
し
、
令
和
５
年
度
か
ら
工
事

に
着
手
で
き
る
よ
う
、
手
続
き

を
進
め
て
い
き
ま
す
。
駅
前
広

場
の
整
備
に
つ
い
て
も
、
Ｊ
Ｒ

と
の
施
工
時
期
な
ど
調
整
を
図

り
な
が
ら
整
備
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
駅
前
広
場
の
整
備
に

よ
り
、
路
線
バ
ス
等
の
乗
り
入

れ
が
可
能
と
な
る
こ
と
か
ら
、

水
郡
線
を
始
め
と
し
た
各
交
通

機
関
の
接
続
強
化
が
図
ら
れ
る

と
と
も
に
、
東
西
自
由
通
路
の

整
備
、
東
口
の
み
で
あ
る
改
札

口
が
西
口
に
も
設
置
さ
れ
る
こ

と
で
、
利
便
性
が
向
上
す
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

小河原　利一郎
議員
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建
設
部
長
／

良
好
な
河
川
環
境
を
、
国
・
県
に
要
望
し
て
い
き
た
い

久
慈
川
緊
急
治
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
つ
い
て

常陸大宮駅周辺整備事業に
ついて
建設部長／
駅前広場の整備により各公共交通の接続
強化

※録画配信をご覧
　いただけます。

建
設
部
長

建
設
部
長

建
設
部
長

堤
防
整
備
の
様
子



一 般 質 問

提
供
す
る
最
も
大
切
な
仕
組
み

で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今

後
「
区
・
班
」
制
度
を
具
体
的

に
ど
う
改
革
・
改
善
し
て
い
く

の
か
、
そ
の
方
向
性
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
の
ア
プ

リ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
て
若
い
世

代
に
響
く
広
報
を
す
る
こ
と

で
、
区
・
班
に
対
す
る
理
解
を

得
や
す
く
な
る
こ
と
が
期
待
で

き
、
加
入
率
低
下
に
悩
む
区
に

新
た
な
参
加
者
を
呼
び
込
む
き

っ
か
け
に
つ
な
が
る
ほ
か
、
役

員
の
負
担
軽
減
や
効
率
化
に
つ

な
が
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
地
域
活
性
化
の
手
段

の
一
つ
と
し
て
調
査
研
究
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

者
の
増
加
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

路
線
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
路

線
の
再
編
に
向
け
て
茨
城
交
通

㈱
と
協
議
を
進
め
る
と
と
も
に

市
の
財
政
負
担
の
あ
り
方
に
つ

い
て
も
検
討
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

様
々
な
問
題
を
内
包
し
た

「
区
・
班
」
制
度
で
す
が
、
市

民
生
活
を
快
適
に
送
っ
て
い
く

た
め
の
基
本
の
制
度
で
あ
り
、

改
革
・
改
善
し
な
が
ら
も
、
行

政
が
市
民
に
そ
の
サ
ー
ビ
ス
を

　

常
陸
大
宮
市
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ

Ｇ
・
出
身
者
を
地
元
に
Ｕ
タ
ー

ン
さ
せ
る
と
い
う
視
点
も
大
事

で
す
。
地
元
出
身
者
を
市
全
体

で
い
つ
で
も
温
か
く
迎
え
入
れ

る
。
ふ
る
さ
と
は
変
わ
り
な
く

い
つ
で
も
出
身
者
に
優
し
い
。

そ
ん
な
常
陸
大
宮
市
の
姿
勢
を

具
体
的
に
表
す
制
度
が
で
あ
る

べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

学
生
支
援
の
今
後
の
方
向
性
に

　
乗
合
タ
ク
シ
ー
、
路
線
バ
ス

そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
の
解
決
に
つ

い
て
の
方
向
性
を
伺
い
ま
す
。

乗
合
タ
ク
シ

ー
は
、
最
適

ル
ー
ト
の
算
出
と
柔
軟
な
運
行

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
可
能
と
な
る

Ａ
Ｉ
デ
マ
ン
ド
シ
ス
テ
ム
の
導

入
な
ど
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
へ
の

対
応
と
稼
働
率
の
向
上
、
利
用

つ
い
て
教
育
長
の
お
考
え
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。本

市
に
お
い

て
も
、
ふ
る

さ
と
を
愛
す
る
人
間
を
育
て
る

と
い
う
こ
と
が
大
切
な
施
策
に

な
っ
て
い
ま
す
。
様
々
な
場
所

で
活
躍
す
る
人
を
育
て
る
た
め

に
は
、
ふ
る
さ
と
の
人
や
街
を

愛
す
る
心
を
持
っ
た
子
ど
も
た

ち
を
育
て
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
先
進
事
例
を
参
考
に
し
な

が
ら
、
市
全
体
で
郷
育
、
い
わ

ゆ
る
郷
土
を
知
り
郷
土
を
愛
す

る
教
育
に
取
り
組
む
こ
と
が
、

将
来
の
学
生
支
援
に
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
。

地
域
創
生
部
長

地
域
創
生
部
長

倉田　稔之
議員

公共交通システムに
ついて

学生支援について

地域創生部長／乗合タクシーを
基軸として、地域公共交通ネッ
トワークを形成していく

教育長／
学生支援については、市全体で
取り組むものと理解

地
域
創
生
部
長
／
区
長
会

と
連
携
し
、
班
加
入
増
加

の
取
組
や
役
員
負
担
の
軽

減
を
図
っ
て
い
き
た
い

区
・
班
制
度
に

つ
い
て
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※録画配信をご覧
　いただけます。

教
育
長



市町村議会議員セミナー
期　日：令和４年１１月１日～２日
場　所：市町村職員中央研修所（千葉県）
演　題：「自治体議会のズレ、その分析」ほか
講　師：吉田　利宏 氏（元衆議院法制局参事）
出席者：冨山　和男、三次　弘史、小原　明彦

茨城県市議会議長会主催研修会
期　　日：令和４年１１月２１日～２２日
場　　所：ダイヤモンドホール（筑西市）
演　　題：「議会の権限行使と行政関与のあり方～最近の自治体議会事情も踏まえて～」
講　　師：常磐大学総合政策学部法律行政学科　学科長・教授　吉田　勉　氏
視察研修：ザ・ヒロサワ・シティ（廣澤美術館・科博廣澤航空博物館）
出 席 者：𠮷川　美保、大貫　道夫、岡﨑　欣也、倉田　稔之

議員研修会
期　日：令和４年１１月１１日、１８日
場　所：市役所　議会会議室
内　容：「ＬＩＮＥ　ＷＯＲＫＳ」基本操作について
　　　　「ペーパーレス会議システム（ＳｉｄｅＢｏｏｋｓ）」について　ほか
講　師：㈱ドコモＣＳ茨城支店　根本　頼将　氏
　　　　東京インタープレイ㈱　関　　千秋　氏
出席者：全議員

研報

告修

●令和４年１０月１４日の茨城県市議会議長会定例会
において、会の運営と地方自治の伸張発展に尽瘁し、
市政の向上振興に貢献された功績で、感謝状が贈呈
されました。

　　小森　敬太郎　議員

感謝状贈呈

17 議会広報第73号



閉会中閉会中のの委員会委員会のの活動活動

１０月３１日
○こどもセンター等について
　（現地踏査：こどもセンター）

１１月９日
○各種計画及び事務事業の進捗状況について
　・地域創生まちづくり事業
　・ふるさと応援基金事業
○移住・定住等の推進について
　・各種取組状況

９月２１日、１０月１８日、１１月３０日
○第４回定例会会期日程（案）について
○第２回臨時会について
○第４回定例会について
　・定例会の会期日程について
　・議案の所管常任委員会の付託について
　・請願陳情の審査について

１１月１０日
○各種計画及び事務事業の進捗状況について
　・温泉事業について
○観光振興事業について
○有機農業推進事業について
　（現地踏査：三美地区ほ場）

議会運営委員会議会運営委員会

文教福祉常任委員会文教福祉常任委員会

総務常任委員会総務常任委員会

経済建設常任委員会経済建設常任委員会

有機農業推進事業についての審査

地域創生まちづり事業についての審査

こどもセンターについての審査

第４回定例会会期日程(案)ついての審査
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１月２３日
○市内県立高校生との意見交換会

　テーマ：「私が描く常陸大宮の将来像」
　　　　　「私が常陸大宮に望むもの」
　　　　　「私の高校自慢」
　場　所：常陸大宮高校学校
　参加者：生徒会１～３年生（９名）

広報広聴常任委員会広報広聴常任委員会

注１）②と③の回数については、各議員の常任委員会、議会運営委員会及び特別委員会への委員就任状況により、委員会の開催日が異なるため、
出席回数が異なります。

注２）予算決算常任委員会のすべての審査に武石議長は加わりません。
注３）特別委員会の審査に武石議長は加わりません。
注４）黒部博英議員は令和４年１０月２０日までの状況となります。

本会議・各委員会の議員出欠状況
　令和４年８月から１２月までの間に開催された、本会議（定例会・臨時会）・常任委員会等（総務・文教福祉・
経済建設・予算決算・広報広聴常任委員会及び議会運営委員会）及び特別委員会（議会改革推進特別委員会）の
議員の出退（出席・欠席）状況（回数）をお知らせします。

（回数）

議員名（議席番号順） ①本会議 ②常任委員会等 ③特別委員会
出席 欠席 出席 欠席 出席 欠席

小河原　利一郎 12 0 13 0 4 1
三　次　雅　子 12 0 21 0 5 0
倉　田　稔　之 12 0 19 0 5 0
圷　　　司　一 12 0 14 0 5 0
髙　村　　　功 12 0 21 0 5 0
黒　部　博　英 7 0 22 0 2 0
小　原　明　彦 11 1 25 1 5 0
岡　﨑　欣　也 12 0 12 0 5 0
三　次　弘　史 12 0 31 0 5 0
冨　山　和　男 12 0 12 0 5 0
大　貫　道　夫 12 0 25 0 5 0
小　森　敬太郎 12 0 31 1 5 0
𠮷　川　美　保 12 0 31 0 5 0
武　石　寿　長 12 0 16 0 ー ー
髙　村　和　郎 12 0 23 1 5 0
淀　川　茂　樹 12 0 15 0 5 0
掛　札　行　雄 12 0 12 0 5 0
秋　山　信　夫 12 0 21 3 3 2

注４）

注１） 注１）

注２） 注３）

全体での市議会概要等の説明の後、３グループに分かれてのグループワークを行いました。
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まち
かどか

ら…

まち
かどか

ら…
ままちち
かかどどかか

らら……

環境に優しいリサイクルした植物油を使用したベジタブルインクと再生紙を使用しております

編編
集集
後後
記記

　

立
春
を
過
ぎ
、
少
し
ず
つ
寒
中
に
も
春
の
兆
し
が

感
じ
ら
れ
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
い
か
が

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、
今
年
度
、
当
委
員
会
で
は
、
市
内
の
常
陸

大
宮
高
等
学
校
・
小
瀬
高
等
学
校
の
生
徒
と
意
見
交

換
会
を
企
画
し
ま
し
た
。
議
会
に
対
す
る
認
知
度
や

将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に
描
い
て
い
る
か

な
ど
、
若
者
の
声
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

当
委
員
と
し
て
14
年
目
、
さ
ら
に
見
や
す
く
伝
わ

る
よ
う
「
難
し
い
こ
と
を
簡
単
に
、
簡
単
な
こ
と
を

面
白
く
、
面
白
い
こ
と
を
よ
り
深
く
」
努
め
て
い
き

ま
す
。

委
員　

小
森　

敬
太
郎

第１回定例会会期日程（予定）

１月５日、新年賀詞交歓会が開催され、小瀬高校生徒が花いけ実演を行いました。

発行責任者　常陸大宮市議会議長
編集　広報広聴常任委員会
〒319－2292
茨城県常陸大宮市中富町3135－6
ＴＥＬ 0295－52－1111（代）  内線413
　　　 0295－53－0393（直）
ＦＡＸ 0295－52―2186
E-mail gikai@city.hitachiomiya.lg.jp
ＵＲＬ https://www.city.hitachiomiya.lg.jp/

議会広報は、ホームページでも
ご覧になれます。

議会を傍聴してみませんか？議会を傍聴してみませんか？
　傍聴券は、会議の当日に傍聴受付（４階議会事
務局）において、先着順により交付します。
　傍聴人の定員は３０人です。定員を超えた場合
は、４階傍聴人ロビーのモニターで
ご覧いただけます。
（第４回定例会の傍聴人は延べ１９人でした。）

※新型コロナウイルス感染症の感染防止
　のため、マスクを着用して傍聴いただ
　きました。
　ご協力ありがとうございました。

月日 曜 会　議 内　　容
2月28日 火 本会議 開会、議案説明
3月 1日 水 休　会 議案調査
2日 木 本会議

予算決算常任委員会
議案質疑
補正予算

3日 金 本会議 補正予算採決
6日 月 休　会 議案調査
7日 火 本会議 一般質問
8日 水 本会議 一般質問
9日 木 常任委員会
10日 金 常任委員会
13日 月 休　会 議案調整
14日 火 常任委員会
15日 水 予算決算常任委員会 予算審査
16日 木 予算決算常任委員会 予算審査
17日 金 予算決算常任委員会 予算調査
20日 月 休　会 議案調査
22日 水 休　会 議案調査
23日 木 本会議 委員会審査報告、質疑

討論、採決、閉会
※都合により日程を変更する場合があります。

新春新春にに　 　 をそえましたをそえました
は なは な
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